
 

第８７回学長定例記者会見 発表事項１   

 

平成 2９ 年５ 月 ２３ 日 

科研費採択件数、論文数はともに回復 

―世界トップ 100 位入りに前進― 

 

 広 島 大 学は 、 文 部 科 学 省 の「 研 究 大 学 強 化 促進 事 業 」(リ サ ー チ ・ ユ ニ バ ー

シティ)22 機関と「スーパーグローバル大学創成支援事業」タイプ A（トップ

型）13 大学の双方に採択 され、世界大学ランキングのトップ 100 入りに向

けた取組を進めてきました。それぞれの事業の中間評価を今年度に控え、特に

ランキングで勘案される研究成果「外部資金（科研費 など）」「論文数」はいず

れも回復しており、目標に向けて歩みを進めています。 

○科研費（※１） 

  



 

 ○ＳＣＩ論文数 

  Ｓ Ｃ Ｉ 論 文 数 （ ※2） は 、 研 究 成 果 、 と り わ け 国 際 的 研 究 成 果 を 示 す

指標としては最も重要な指標です。「スーパーグローバル大学創成支援事

業」採択年の 2014 年度（平成 26 年度）から右肩上がりに増加してい

るところ です。こ の 増加の要 因と考え ら れるもの として、 明 確な 目標を

立て、その目標達成のための道筋を示す「ＡＫＰＩ Ⓡ（※３）」の導入も

さることながら、構成員の努力に負うところが多いものと 考えています。 

 

● 大学全体（年実績）

・ Web of Science収録論文数（2017年4月10日現在）を左軸に，本務教員（各年5月1日現在）１人当たり論文数を右軸に示したグラフである。
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※ １  文 科 省 の 競 争 的 資 金 の 1 つ で 最 も 規 模 が 大 き く 、歴 史 も あ る 個 人 向 け 研 究 資 金 。正 式 に は「 科 学  

研 究 費 助 成 事 業 」）  

※ ２  書 誌 デ ー タ ベ ー ス 「 SCI（ Science Citation Index )」 の 掲 載 論 文 。  

SCI に は 3500 冊 を 超 え る 学 際 的 な ジ ャ ー ナ ル の 書 誌 情 報 が 掲 載 さ れ て い る 。 SCI デ ー タ ベ ー ス

か ら 索 引 に 載 っ て い る 研 究 者 が 、 ど ん な ジ ャ ー ナ ル 、 ど ん な 分 野 で 論 文 を 発 表 し 、 そ の 研 究 者 の

論 文 が ど こ で 、 何 回 く ら い 引 用 さ れ て い る か 追 跡 で き る 。  

  ※ ３  AKPI®は 、 本 学 独 自 の 目 標 達 成 型 重 要 業 績 指 標 AKP® (Achievement-motivated Key  

Performance Indicator)。広 島 大 学 は 、2023 年 度 ま で に 世 界 ト ッ プ 100 の 大 学 と な る こ と お

よ び 、研 究 と 教 育 の 両 面 に お い て 大 学 と し て 最 大 の 結 果 を 出 す た め 教 員 を 適 切 に 配 置 で き る よ う

に な る こ と を 目 指 し 、 目 標 を 達 成 す る 道 筋 を 明 確 に す る た め に 設 定 ・ 導 入 。（ 2014.7）  

  

【お問い合わせ先】 

広島大学社会産学連携室 研究企画室 

高度専門職（併）室長 小左古 

TEL:082-424-５８６０ FAX:082-424-４５９２ 

 


